
 

 

健康づくりの課題 

 
アンケート等から見えたもの 推進会議等意見 課題 

栄
養
・
食
生
活 

・２０代、３０代の朝食欠食率が高い 

・適切な食事量・内容を知っている市

民は約半数。（前回より悪化） 

 

 

・食生活は幼いころからの習慣が大事。小中学生の保護

者への指導が必要 

・情報があふれている時代、正しい知識の普及が必要 

・レシピの提供（簡単朝食、バランス朝食、食材の買い

方、保存の仕方など） 

・朝食の大切さを知ることが必要 

・若い世代への取り組みが必要 

・適切な食事量・内容が漠然としていて

わかりにくい。 

身
体
活
動
・
運
動 

・２０代から６０代は意識的に体を動

かしている割合が低い 

・７０歳以上の歩数は増えているが、

若い世代を合わせると（２０歳以上）

歩数は減少 

・急速に高齢化が進み、要介護（要支

援）認定者が年々増加 

 

・健康に対する意識は高まっているが行動が伴っていな

い。 

・健康づくりに運動は欠かせないという認識は高い。参

加を促す計画が必要。 

・啓発や環境整備とともに仲間作りが大切 

・年齢を重ねるほど健康意識は高くなる 

・環境整備（運動できる場所、送迎、体力づくりを教え

る人） 

・日常的に体を動かすよう心がけること

が必要 

・運動できる環境づくりが必要 

・日常生活を自立して過ごせる健康寿命

を延ばすことが必要 
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休
養
・
こ
こ
ろ
の
健
康 

・ストレスを処理できている人は７割

以上 

・寝る時間が遅い小中学生は、朝食を

食べない割合が高い。授業中眠くなる

割合も早寝の子に比べて高い。 

 

 

 

 

・ストレスがあっても発散できていればよい。 

・地域との関わりが希薄になっている。若い人が集まる

企画が必要 

・ストレスを発散する方法や相談先を知

ることが必要 

・早寝早起きを心がけ、生活習慣を整え

ることが必要 

た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル 

       

・喫煙者は約 2割 

・喫煙や受動喫煙が健康に及ぼす影響

は少しずつ周知されてきている。 

・適度な飲酒量におさまっている人は

５割に満たないが適度な飲酒量だと

思っている人は７割以上 

 

・未成年の禁酒・禁煙を知らないと答えた小中学生がい

たことは問題 

・禁煙外来の活用 

・喫煙や受動喫煙が健康に及ぼす影響を

知ることが必要 

・適度な飲酒量を知ることが必要 



 

 

生
活
習
慣
病
・
歯
の
健
康 

・特定健診受診率は向上しているが、

保健指導率は横ばい 

・生活習慣病が医療費の約 3割を占

め、国保医療費は年々増加してい

る。 

・自覚症状がない、面倒などの理由で

健康診断を受けない人がいる 

・メタボリックシンドロームの認知度

が大きく低下している 

・小中学生では学年があがると、う蝕

罹患率は高くなる。ほとんどの学年で

女子の方が罹患率が高い 

・歯科健診を受けた人は約 5割 

・特定健診受診率の向上 

・精密検査や特定保健指導を受けない人への働きかけが

重要（重症化予防） 

・国保医療費が増大していることを周知していくことが

必要 

・国保データや介護保険データを分析し、それに基づく

健康づくりを行うことが必要 

・がんに関する記述を加え、取組に一次予防策を明示し

た方がよい 

・若い年代から歯・口腔の健康を保たなければ、8020は

実現できない。歯の喪失が多くなる年代より若い年代へ

の働きかけが必要 

 

自分の健康に関心を持ち、定期的に健康

診断を受けることが必要 

 

食育の課題 

 アンケート等から見えたもの 推進会議等意見 課題 

基本目標１ ・自分にとっての適切な食事

の量や内容を知っている市

民の割合は、半数にとどまり

悪化傾向。 

・食の情報の発信、市民が情報に触れる機会

の確保について検討が必要 

 

・適切な食事の量は、性別、年齢、活動量など

個人によって異なるため、情報提供と併せて

個別に支援できる体制が必要。 

・適切な食事の内容については、①主食、主菜、



 

 

 副菜をそろえる、②野菜摂取（1日 350ｇ）、

③減塩（男性 8ｇ未満、女性 7ｇ未満）など、

重点項目をしぼり、誰にでも分かりやすく、

行動に移しやすいよう、具体的な情報を繰り

返し発信する必要がある。 

・生活習慣病が死因の約 6割、

医療費の約 3割を占める 

・平均寿命は少しずつ伸びる

一方、要介護認定者数は年々

増加している。 

 ・生活習慣病の予防だけでなく、重症化の予防

や改善など健康長寿の延伸につながる取組み

が必要 

・ライフステージに併せた取組みが必要 

・特に 20 代、30 代は健全な

食生活を心がけている人が

少なく、食に関する知識がな

い人も多い。健康や栄養に関

する実践状況は悪い。 

・20 代、30 代は勤務時間が不規則などの理

由もあり、食育は理解していても実践でき

ないのではないか 

 

・20代、30代に対する取組みは、労働状況や

ライフスタイル等を考慮して検討する必要が

ある。 

・20代、30代の無関心層へのアプローチが必

要。 

・朝食を食べない・ほとんど

食べないと答えた小・中学生

の割合は改善傾向。 

 

・食育は子どもたちだけでなく、母親にも必

要だ。小中学校の PTA活動に入れてほしい。 

・子どもの生活習慣形成のために、親の意識を

高める活動が必要。（PTA 活動の活用等要検

討） 

・朝食を食べない・ほとんど

食べないと答えた 16歳以上

の市民は、全体でみると横ば

いであるのに対し、20 歳代

男性・女性、30 歳代男性は

悪化傾向。 

・朝食をとれない人に詳しいアンケートを実

施し改善策を検討しては 

・将来の健康や子どもへの影響が懸念されるた

め、朝食と生活リズムの重要性を広く周知す

る必要がある。（特に 20歳代男性・女性、30

歳代男性） 



 

 

基本目標２ 

 

・地元産食材を優先的に購入

する市民の割合は改善傾向。

価格にこだわらず鮮度や味

を優先する人の割合も多い

（35.4％） 

・久喜市の特産物をもっとアピールしてほし

い 

・地元産食材の鮮度や味の良さを周知する取組

みが必要。 

 

・学校給食における地元産農

産物を使用する割合は

37.1％で目標を達成。 

 

・学校給食の利用状況を広報に載せてほしい。

子ども時代においしいものを食べた記憶が

あれば、地元愛にもつながると思う。 

・学校給食は生産者との連携を図り、計画的な

使用を進めていくことが引き続き必要。 

・給食の地元産農産物の使用状況や意義につい

て、児童・生徒、家庭、市民に分かりやすく

伝えることが必要。 

・食文化を伝えている（伝え

たい）市民の割合は、平成

22 年度の基準値を下回り、

悪化傾向。伝えたい料理はな

いと回答した人が多い

（33.2％） 

 

・伝統料理を後世に伝えていくにはレシピと

して形にすることが重要。 

・忙しく手料理がなかなかできない家庭は、

外食や惣菜を利用することが多く、子どもが

伝統料理を味わう機会が少なくなっている 

・食文化の継承にむけて家庭料理、伝統料理、

行事料理等について一層の普及が必要 

・特に地域の伝統料理のレシピ化、情報発信が

必要 

・家庭以外にもこどもが伝統料理を味わう機会

も必要 

・「食品ロス」が年間 642万ト

ン（国の計画より） 

・日本は食材を捨ててばかりでごみのために

お金をかけている。とても無駄なことだと

思う 

・大量の食品廃棄物を発生させ、環境への負荷

を生じさせていることについて、理解を一層

深めることが必要 

基本目標３ ・「食品ロス」が年間 642万ト

ン（国の計画より） 

 

 

 

 

・食材の大切さ、生き物をいただいていると

いう感謝（いただきますの意味）を伝えて

いくべき。日本は食材を捨ててばかりでご

みのためにお金をかけている。とても無駄

なことだと思う。 

・食にかかわる人（生産者等）の取組みを「見

える化」することが必要 

・食への感謝の気持ちを持つことについて、さ

まざまな場面で伝えていけるよう周知が必要 

 



 

 

・毎日きちんとした食事を楽

しくゆっくり食べる市民の

割合は、中学生および 16歳

以上で改善傾向がみられた

が、目標値には届いていな

い。 

・毎日きちんとした食事を楽

しくゆっくり食べる小学生

は平成 22年度の基準値を下

回り、悪化傾向。 

・食事をすることは楽しむことや団らんをす

ることも大きな意味があることを食育の指

導の中で強調する必要がある。 

・心と体のバランスのためにコミュニケーシ

ョンの大切さを親や子どもにもっと知って

ほしい。 

・食事を楽しむことや団らんすることを支援

し、心地よい食卓が心身の健康につながるこ

とを広く周知することが必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

全体的な課題 

 アンケート等から見えたもの 推進会議等意見 課題 

そ
の
他 

・計画の認知度、健康食育まつりの認知度

が低い 

 

・市民末端まで取組みが浸透していない。推進体制

を見直す必要がある。 

・ライフステージに応じた健康づくりのあり方を継

続的に啓蒙していくことが必要 

・計画及び健康食育まつりの認知度が低いことは大

きな課題。 

・2 次計画では計画の推進の有効な方法について踏

む込む必要がある 

・2 次計画は人と人との繋がりや連携の輪に中に参

加を促す計画として検討したい 

・TV 番組の間違った情報を信じる人がいる。正し

い情報の発信が必要 

・健康食育まつりに毎年テーマがあるといい。（何を

目標にするか） 

 

・計画の推進 

 


